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②
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③
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④
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⑥
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仙
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丸
山
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一

打
回
岡
　
由
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子

水
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行
魚

吊
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糾
夫

平
成
2
3
年
度

中
央
通
ア
ー
ト
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
･

は
く
き
ん
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

画
.
ー
困
凧
岨

･
｢
中
央
通
ア
ー
ト
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
｣

(
会
　
場
)
北
陸
銀
行
本
店
中
央
通

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ

3
月
3
 
1
日
㈹
～
5
月
川
日
㈹

平
井
　
勝
美
(
写
　
盲
5

5
月
1
 
2
日
㈹
～
6
月
2
 
1
日
㈹

大
石
　
利
一
(
　
書
　
)

6
月
2
3
∩
㈹
～
8
月
2
日
的

前
　
部
志
子
(
日
本
車

8
月
4
日
㈹
～
9
月
1
 
3
日
㈹

香
川
百
円
有
美
王
　
芸
)

9
月
1
5
日
㈹
～
1
0
月
2
5
日
㈹

浦
野
　
紅
雨
(
　
書
　
)

1
 
0
月
2
;
㈹
～
1
 
2
月
6
日
㈹

米
田
　
雪
子
(
洋
　
画
)

1
 
2
月
8
日
榊
～
平
成
2
4
咋
1
日
1
 
7
H
㈹

溝
田
　
実
(
写
　
真
)

平
成
2
4
咋
1
日
1
 
9
H
㈹
～
2
日
2
;
帆

石
川
知
恵
子
(
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)

平
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2
4
咋
3
日
1
日
㈹
～
4
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(
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画
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･
｢
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ぎ
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(
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4
日
7
日
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～
7
月
5
日
㈹

斉
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隔
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(
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7
パ
7
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～
1
0
月
4
H
㈹

丸
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W
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(
彫
　
刻
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1
0
月
6
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2
4
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1
月
3
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殿
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和
司
(
工
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平
成
2
4
叶
-
;
5
日
㈹
～
4
E
:
3
日
㈹

川
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良
樹
(
彫
　
刻
)

(
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
｡
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ベ
ル
ギ
ー
派
遣
事
業可

西
舞
踊
研
究
所
と
黒
川
邦
楽
院
を
派
遣

ベ
ル
ギ
ー
の
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
･
ア
マ

チ
ュ
ア
演
劇
協
人
l
j
o
p
E
N
D
O
E
K

会
民
で
､
｢
と
や
ま
名
誉
大
使
｣
　
の
ロ

ブ
･
ヴ
ア
ン
･
ヒ
ユ
ネ
ヒ
テ
ン
氏
か
ら

の
こ
れ
ま
で
の
度
々
の
要
講
に
こ
た
え
､

こ
の
度
､
可
西
舞
踊
研
究
所
と
=
黒
川
邦

楽
院
か
ら
な
る
派
遣
団
(
凹
長
　
巾
井

利
彦
芸
文
協
事
務
局
長
)
　
を
5
月
3
 
1

日
㈹
～
6
月
7
日
㈹
に
か
け
て
ベ
ル
ギ
ー

に
派
遣
し
ま
し
た
｡
ベ
ル
ギ
-
派
道
は

1
9
9
8
年
以
来
1
 
3
年
ぶ
り
､
可
西

舞
踊
研
究
所
は
2
0
年
ぶ
り
2
回
臼
､

黒
川
亘
垣
さ
ん
は
初
め
て
の
ベ
ル
ギ
ー

公
演
で
し
た
｡

6
月
4
円
出
の
午
後
3
時
よ
り
ヘ
ン

ト
巾
の
国
立
劇
場
に
て
､
O
P
E
N
D

o
E
K
の
1
 
0
周
年
記
念
の
祝
賀
公
演

と
し
て
､
可
西
舞
踊
研
究
所
と
黒
川
宜
(

理
さ
ん
と
の
共
演
｢
さ
-
ら
｣
､
黒
川

真
理
さ
ん
の
独
奏
｢
馬
の
よ
う
に
｣
　
と

｢
関
拍
子
｣
､
可
西
舞
踊
研
究
所
の
　
｢
響

き
に
琴
っ
｣
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
｡
雫

の
音
色
と
､
民
謡
を
ベ
ー
ス
に
現
代
感

覚
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
ダ
ン
ス
に
よ
り
､

日
本
の
伝
統
芸
能
が
余
す
と
こ
ろ
な
く

表
現
さ
れ
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
｡

6
月
5
日
瓜
は
､
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
市

の
カ
ロ
ル
ス
･
ボ
ロ
メ
ウ
ス
教
会
で
甲
…

川
虫
理
さ
ん
の
演
奏
が
ミ
サ
の
間
に
行

わ
れ
ま
し
た
｡
当
教
会
で
雫
が
演
奏
さ

れ
た
の
は
桝
め
て
の
こ
と
で
し
た
.
放

粛
な
雰
囲
/
丸
の
な
か
欝
の
青
色
が
美
し

-
背
き
､
ア
ン
コ
ー
ル
で
披
露
し
た
｢
悶

拍
子
｣
　
は
と
り
わ
け
ミ
サ
参
列
者
の
心

を
惹
き
つ
け
ま
し
た
.
演
奏
後
は
､
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タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ー
ベ
-
シ
ョ
ン
で
喝

采
を
博
し
ま
し
た
｡
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西
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｢
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｣
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仲
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よ
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､
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の
た
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､
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寄
付
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ご
報
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等社団法人富山県芸術文化協会役員名簿　平成23年7月
備　　　　　考

沖　　豊

島　伸一郎

藤　俊　郎

前富山県知事
Il川】民文化'Jj Jn.lTl理■3り､

(柑1hllJLj/ぺ//ヨンヒ_..-ロー:ミ1､

富山大学学長

桐朋学園大学院大学学長

北日本新聞社社長

富山新聞社社長

NHK富山放送局長

北日本放送社長

富山テレビ放送社長

チューリップテレビ社長

富山エフエム放送社長

富山県ケーブルテレヒ協議会会長

日本画家

洋画家
//

彫刻家

工芸家
//

吹奏楽指揮者

洋舞家

舞台美術家

美術評論家

華道家､彫刻家

歌人

佐　伯　彰　一

平　田　　純

写　　･: I:

造形教育

邦　　　楽

合　　　唱

オ　ペ　ラ

社会人吹奏楽

学校吹奏楽

オーケストラ

文芸評論家

洋舞家

華道家

音楽家

彫刻家

照明家

富山県日本画家連盟代表

富山県洋画連盟代表

富山県彫刻家連盟代表

富山県工芸作家連盟代表

富山県書道連盟代表

富山県写真連盟代表

富山県造形教育連盟代表

富山県邦楽協会代表

富山県合唱連盟代表

富山県オペラ協会代表

富山県社会人吹奏楽連盟代表

富山県学校吹奏楽連盟代表

富山県オーケストラ連盟代表

備　　　　　考

能　　　楽

演　　　劇

高校演劇

日　　　舞

洋　　　舞

舞台技術

詩吟剣舞

民謡(保存)

民謡(普及)

児童文化

児童文学

創作評論

詩

短　　　歌

俳　　　句

連　　　句

川　　　柳

草　　　道

富山県能楽団体連絡協議会代表

富山県演劇団体連絡協議会代表

富山県高校演劇研究協議会代表

富山県日本舞踊協会代表

富山県洋舞協会代表

富山県舞台技術研究会代表

富山県詩吟剣舞連盟会長

富山県民謡民舞連盟代表

とヤま民謡民舞団体協議会代表

富山県児童文化研究会代表

富山県児童文学協会代表

とやま同人誌会代表

富山県詩人協会代表

富山県歌人連盟代表

富山県俳句連盟代表

富山県連句協会代表

富山県川柳協会代表

富山県華道連合会代表

富山県茶道連盟代表

富山県美術連合会会長

工芸家

書家

音楽評論家

舞台照明家

茶道家

郷土史研究家

元芸文協事務局長

吉家

書家･北陸吾通院代表

書家

〟

富山県児童美術研究会代表

演奏家

日舞家
//

洋姥家
〟

//

邦楽家
//

能楽師

剣詩舞道家
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工芸 〟 刧� 工芸家 // 

ケ 兼 l∃ ��9�域ﾉ��咬69��_B�// 書家 
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華道 倚x鯖��｢�ﾔ�:��x���ｷｸﾏｹ;I$��華道家 ′ 

〟 学識経験 〟 〟 〟 事業支援 剪n域文化研究家 

遠藤幸一 儖ﾈ��Uﾙ�彙�

吉友去久子 �5(7�8X6ｨ5��ｸ5��ｲ�

畢B]義昭 兀��Hﾚ�>��"�

吉村邦子 �,h.(-ﾈ+�Fﾆﾈ.�ﾇﾈ����辷�ｺhｶ8橙�

総　　　括

補　　　佐

//

美術企画
//

//

//

市　井　和　彦

飯　塚　幸　子

利　田　みさき

西　藤　哲　夫

本　保　勝　弘

青　山　三　郎

六　家　歌　書
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谷　川　流　月

山　U　裕　美

黒　川　雅　暗

横　野　　昭

内　山　太　一

岩　本　博　之

篠　崎　秀　一

砂　田　洋　子

藤　間　松　山

松　下　美　規

坂　田　岳　瑛

村　松　京　子

若　葉　清　子

佐　伯　悦　子

前　田　玲　子

松　原　由　枝

山　辺　加　代

松　村　奈美子

広　田　昭　悪

萩　本　節　子

岡　崎　満里子

㈱富山県芸術文化協会事務局
〒930-0096富rrlll了舟橋北町7 I 1 'tL,川IEr.I.-教育文化会館内

電話(076)441-8635　内線123

FAX(076)442-4635

E-mall : lnfo@tlatf.or.Jp

URL : http://www.tlatf.or.Jp
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第
6
回
富
山
県
芸
術
文
化
協
会

｢
北
日
本
新
聞
社
長
杯
ゴ
ル
フ
大
会
｣

ハ
ン
ガ
リ
ー
･
バ
ラ
ト
ン

美
術
キ
ャ
ン
プ
派
遣
事
業

技
法
や
表
現
に
触
れ
､
古
山
か
ら
参
加

し
た
作
家
も
刺
激
を
受
け
た
こ
と
で
し

ょ
う
｡

第
6
回
宮
山
竪
云
術
文
化
協
会
｢
北

日
本
新
聞
社
長
杯
ゴ
ル
フ
大
会
｣
は
､

5
月
2
9
日
㈹
富
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
､
県
内
の
芸
術
関
係
者
の
中
か
ら
ゴ

ル
フ
愛
好
者
が
集
い
'
開
催
し
ま
し
た
｡

あ
い
に
-
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
4
 
1

名
が
白
熱
し
た
プ
レ
ー
を
展
開
し
､
交

流
を
深
め
ま
し
た
｡

宵
山
県
民
会
館
館
長
の
清
水
由
久
さ

ん
が
見
事
総
合
優
勝
さ
れ
､
茶
道
家
の

桃
野
宗
重
さ
ん
'
口
本
T
E
E
I
家
の
紫
藤
孝

さ
ん
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
コ
ー
ス
優
勝
さ
れ

ま
し
た
｡

プ
レ
ー
後
､
同
ク
ラ
ブ
で
表
彰
式
と

懇
親
会
を
行
い
､
番
付
=
お
安
仰
山
者
に
廿
日

u
m
が
贈
ら
れ
､
上
位
入
岱
者
に
は
河
合

怪
北
日
本
新
聞
社
代
表
取
締
役
社
長
よ

り
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
の
i
:
=
(
U
W
が
贈
ら
れ

ま
し
た
o
参
加
者
た
ち
は
プ
レ
ー
を
振

り
返
り
な
が
ら
'
利
や
か
な
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
｡

次
回
も
､
風
出
る
爽
や
か
な
候
に
開

催
を
至
止
し
て
お
り
ま
す
の
で
'
皆
様

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
｡

5
日
2
 
1
日
S
か
ら
6
月
7
日
u
d
ま
で
､

ハ
ン
ガ
リ
ー
･
バ
ラ
ト
ン
湖
畔
で
行
わ

れ
た
美
術
キ
ャ
ン
プ
に
､
洋
画
家
の
中

田
文
雄
氏
と
尾
山
寺
氏
を
派
遣
し
ま
し

た
｡
バ
ラ
ト
ン
美
術
キ
ャ
ン
プ
へ
の
派

遣
は
､
今
3
I
で
4
回
臼
と
な
り
ま
し
た

市
田
氏
は
昨
年
に
続
き
2
度
目
､
尾

山
氏
は
初
参
加
)
0

ハ
ン
ガ
リ
ー
西
部
の
バ
ラ
ト
ン
湖
の

湖
畔
で
行
わ
れ
た
こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
､

デ
ブ
レ
ツ
エ
ン
市
在
住
の
ク
マ
シ
ユ
･

イ
シ
ュ
ト
ヴ
ア
-
ン
氏
を
中
心
に
､
デ

ブ
レ
ツ
エ
ン
や
バ
ラ
ト
ン
周
辺
の
ハ
ン

ガ
リ
ー
人
作
家
が
実
ま
り
行
わ
れ
ま
し

た
｡
海
外
参
加
は
富
山
か
ら
の

2
名
の
み
で
し
た
が
､
｢
と
や

ま
_
当
際
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
2
0

0
9
｣
　
に
参
加
し
た
旧
知
の
作

家
を
含
め
た
現
地
作
家
と
寝
食

を
共
に
し
て
制
作
を
行
い
､
交

流
を
深
め
ま
し
た
｡

キ
ャ
ン
プ
後
に
は
キ
ャ
ン
プ

制
作
作
n
m
の
展
覧
会
も
現
地
で

行
わ
れ
ま
し
た
｡

特
に
葛
飾
北
斎
な
ど
の
R
本

の
木
版
画
に
つ
い
て
現
地
作
家

は
大
変
興
味
を
持
っ
て
い
た
と

の
こ
と
で
す
o
　
お
耳
.
い
の
国
の

､

'

･

∴

.

･

∴

　

｢

　

:

　

∵

‥

'

･

　

:

　

∵

～

.

1

　

∵

　

∵

∴

　

'

.

∴

､

･

･

　

]

　

∵

∴

　

･

K

　

∵

･

.

∴

､

∵

∴

-

･

･

G

.

.

 

I

平
成
2
 
3
年
度

芸
術
文
化
指
導
者
招
へ
い
事
業
(
邦
楽
)

6
月
に
｢
芸
術
文
化
指
〉
=
J
許
招
へ
い

事
業
｣
を
実
施
し
ま
し
た
｡

邦
楽
部
門
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
ヲ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
=
瀬
尾
雅
臣
)
　
は
､
6

月
1
 
8
口
㈹
･
1
 
9
日
仰
の
2
口
間
に
わ

た
り
､
講
榊
に
野
村
祐
子
先
生
を
お
付

き
し
､
北
日
本
新
関
｢
創
造
の
森
越

中
堕
　
で
開
催
し
ま
し
た
｡

県
邦
楽
協
会
会
員
や
一
般
を
対
象
に

行
い
､
野
村
先
生
に
は
､
欝
の
音
の
抑

拐
の
っ
け
方
な
ど
の
基
本
奏
法
や
筆

十
七
舷
､
尺
八
と
の
ム
=
奏
の
際
の
そ
れ

ぞ
れ
の
許
の
バ
ラ
ン
ス
､
表
現
方
法
を

中
心
に
､
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
ご
指

導
い
た
だ
き
ま
し
た
｡

受
講
A
j
,
わ
は
､
集
中
し
て
練
習
に
取

り
組
み
､
澄
ん
だ
音
色
を
郷
い
か
せ
て
い

ま
し
た
｡
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久
泉
辿
雄
先
生歌

碑
除
幕
式

こ
の
控
､
′
‖
山
:
小
山
=
-
 
~
校
の
肌
l
;
T
L
.
 
1
-

㍍
に
久
如
辿
維
先
牛
の
状
桝
が
壁
.
=
き

れ
､
6
日
2
;
州
に
什
=
:
1
歳
か
〓
わ
れ

ま
し
た
C
叔
碑
祉
｣
り
は
､
;
_
;
耽
人
拙
叩
…

と
れ
州
把
散
の
ヘ
ム
が
岬
び
川
け
'
桝
に

は
､
久
山
小
化
生
の
凧
災
　
E
=
世
,
に
収

め
ら
れ
た
耽
｢
竹
む
ら
の
そ
よ
ぎ
さ
や

け
く
･
州
に
踏
む
ノ
山
に
･
=
 
l
州
の
流
れ
は
や

ま
ず
｣
が
刻
ま
れ
､
丁
目
柳
志
郎
北
作
目
=

通
院
理
小
に
が
抑
=
七
さ
れ
た
も
の
を
1
j

に
し
て
い
ま
す
｡

た
'
t
l
ム
･
<
仙
川
1
4
か
ら
人
′
日
ま
で
叶
`
ム
丈

は
滋
の
L
L
;
刺
に
こ
尺
､
力
さ
れ
ま
し
た
D

棒
吊
人
位
に
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
日
出
で
捌
か
れ
た
祝
;
:
ム
空
し

は
､
半
m
純
=
ム
丈
は
,
l
u
言
人
ム
に
､
両
人
=

作
北
;
本
所
m
=
代
人
収
縮
役
目
1
L
H
J
ら

の
祝
辞
の
位
'
久
水
先
小
よ
り
､
感
謝

禦
=
心
と
こ
れ
か
ら
も
準
S
n
J
を
少
み
い
m

け
た
い
と
い
う
払
い
‖
心
い
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
｡

除
耶
式
に
は
､

I
I
O
v
.
t
=
も
の
多

く
の
関
係
レ
H
が
出

仰
し
､
久
仏
光
1

が
加
秋
を
始
め
ら

れ
て
か
ら
の
6
0
年

の
少
み
と
そ
の
r
J
'
｣

功
約
を
讃
え
ま
し

た
｡
久
泉
先
生
､

小
泉
柑
芸
文
協
会

q
 
J
'
_
仙
I
l
J
J
H
J
.
:
.
=
山

国
仰
職
叫
享
川
理

や
に
の
千
で
隙
i
i
t

さ
れ
ま
し
た
｡

久
鵜
先
か
は
R

J
に
わ
た
り
､
･
E

山
の
仙
ム
仙
文
化
に

多
大
な
ご
1
:
I
l
 
'
融
を

さ
れ
て
お
り
､
ま

｢
と
や
ま
文
学
｣

第
2
9
号
合
評
会

･
`
■
ム
文
5
5
の
総
ム
〓
丈
=
`
ム
㍊
｢
と
や
ま
文

字
｣
　
那
2
=
り
の
合
評
人
ム
を
､
6
日
_

〓
叩
朋
輩
‖
文
化
人
∴
州
4
0
3
=
l
r
:
.
S

に
て
〓
い
ま
し
た

-
=
‖
=
S
棚
状
左
目
貢
の
準
付
の
も
と
､

同
･
J
=
箔
か
I
l
;
･
肘
災
･
=
j
=
N
著
左
目
､
人

;
1
:
=
i
;
､
執
下
市
､
巾
民
入
学
文
学
試
作

1
.
.
く
｡
･
=
レ
〓
｢
.
暇
の
文
=
′
妻
肘
レ
日
な
ど
T
T
=

3
6
打
の
山
席
の
も
と
､
｢
と
や
ま
文
字
｣

2
:
;
掲
械
作
=
州
に
つ
い
て
様
々
な
爪
雌

か
ら
の
批
評
が
あ
っ
た
ほ
か
､
文
川
L
い
や

廿
ム
術
に
関
す
る
幅
広
い
:
:
且
の
交
換
も

ノ
〓
わ
れ
ま
し
た
C
鳩
況
出
に
終
始
し
た

前
年
に
も
i
m
し
て
今
回
は
執
気
あ
ふ
れ

る
会
と
な
り
､
日
の
　
｢
ふ
る
さ
と
文
学

州
｣
一
帖
祢
)
　
仙
川
も
代
え
'
こ
の
人
′
‥

の
成
功
は
.
.
;
;
山
の
文
什
1
(
の
山
な
る
振
粥

の
州
み
と
な
る
こ
と
で
し
･
L
<
う
C

｢
と
や
ま
文
?
]
い
｣
　
3
.
3
2
:
り
一
粍
榔
仲

少
で
す
)
　
の
お
仰
い
合
わ
せ
は
､
い
1
ム
支

払
小
拐
局
ま
で
お
仰
い
放
し
ま
す

ま
た
'
｢
苅
3
0
凹
と
や
ま
基
.
1
 
L
T
H
F
J
　
は
､

小
淵
･
榔
八
州
･
随
:
.
1
　
旧
ル
′
l
i
文
?
.
t
l
･
l
州

桃
川
の
選
レ
日
を
昨
=
に
続
き
木
山
ぺ
さ
と

子
先
牛
に
､
短
詩
形
　
(
和
紙
･
俳
句
･

川
柳
)
　
の
控
レ
日
は
2
回
の
約
小
で
二
･
日

蹴
い
た
だ
い
た
外
山
滋
比
古
先
生
に
持

わ
り
'
束
.
州
の
砧
と
･
雷
1
､
文
学
理
人
州

な
ど
を
研
究
し
て
い
る
川
七
･
-
=
=
嗣
光
牛

(
衆
人
H
光
義
授
､
国
際
比
怯
文
学
会

八
'
;
八
=
去
L
y
)
　
に
=
}
-
し
て
頂
き
ま
す

応
募
〆
切
は
平
成
2
3
年
9
月
末
日
で
す
｡

た
-
さ
ん
聖
｣
矩
卯
を
お
け
,
h
T
L
て
お

り
ま
す
(
=
り
耶
=
:
t
q
t
は
‖
八
丈
仙
の
ホ
ー
ム

ぺ
-
シ
h
〓
p
f
/
喜
W
t
l
a
t
t
O
r
J
P
＼

よ
り
こ
け
u
頂
け
ま
す
)
I

日
韓
友
好
交
流
事
業

韓
･
中
･
日
国
際
交
流
書
画
展

5
月
2
6
日
州
か
ら
6
月
3
口
伽
ま
で
､

惟
何
江
原
道
の
作
川
K
B
S
鵬
小
鮒
で

行
わ
れ
た
｢
抑
･
申
　
H
回
墜
父
流
〓
=

画
展
｣
　
に
､
県
1
日
m
J
辿
m
m
所
属
の
女
流

作
東
の
t
:
=
作
=
W
を
山
粧
し
ま
し
た
U

同
展
覧
人
′
二
､
七
m
;
　
汀
仲
通
女
流
H

摂
家
協
会
二
は
､
こ
れ
ま
で
て
=
山
と
江

仰
道
の
2
ヵ
国
に
よ
る
｢
〓
輔
H
仰
交

大
仙
F
=
拭
辰
｣
と
し
て
開
催
さ
れ
て
来
ま

し
た
が
､
人
′
小
は
中
州
･
山
1
-
m
女
流
=
=

I
L
;
;
協
人
l
J
L
も
加
わ
り
､
3
ヵ
州
に
よ
る
ー
:

画
展
と
な
り
ま
し
た
｡
捕
山
2
9
点
へ
経
国

1
0
0
か
か
り
､
申
国
3
J
･
=
i
の
=
=
1

6
0
点
余
り
の
女
流
作
家
に
よ
る
作
U
m

が
根
ホ
さ
れ
､
人
′
回
は
例
小
に
も
l
i
=
し

て
大
規
模
な
展
付
は
人
.
h
l
と
な
っ
た
よ
う
で

す
D【

冨
山
か
ら
の
出
口
署
の
方
が
た
】
　
蔽
祢
略
)

L

J

:

　

.

J

八

　

　

　

-

I

;

;

.

け

∴

_

.

.

.

ー

~

　

　

一

′

t

 

H

〓
川
　
立
虹

後
人
=
芳
琴

平
即
　
斥
汀

JmJ･･･Jp･T･II

大
夏
　
魚
苑

J

･

蛇

r

 

t

T

L

卜

‖

し

い

叫

=

　

　

ヮ

~

∴

y

什
々
本
紙
千

･
十
∵
　
W
T
l
.
～

H

I

∵

　

_

/

･

･

-

･

 

､

L
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〓

｣
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･
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:
卜
　
紫
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古
川
浩
孝
池
坊
冨
山
支
部
副
支
部
長

全
米
特
別
派
遣
講
師
に
選
出
､
現
地
会
員
ら
の
指
導
に
あ
た
る

池
坊
T
L
:
E
山
支
部
副
支
部
長
の
古
川
浩

孝
氏
が
､
池
坊
全
米
特
別
派
遣
講
師
と

し
て
､
全
国
の
池
坊
の
中
で
:
.
:
I
山
か
ら

初
め
て
選
ば
れ
､
今
年
2
月
9
日
か
ら

4
月
2
5
日
ま
で
､
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ

ダ
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
｡

池
坊
会
E
h
 
'
を
対
象
に
し
た
講
習
会
､

一
般
を
対
象
に
し
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
や
華
展
を
多
琴
｣
な
さ
れ
､
熱

心
に
指
導
さ
れ
ま
し
た
o
古
川
氏
は
､

=
搬
初
は
1
1
:
柴
の
壁
に
'
1
惑
い
な
が
ら
も
､

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
､
池
坊

な
ら
で
は
の
生
け
方
で
あ
る
立
花
を
は

じ
め
と
し
て
'
そ
の
歴
史
､
心
構
え
､

空
糊
の
人
切
さ
を
論
じ
'
現
地
の
人
た

ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な

が
ら
､
約
1
 
0
作
口
u
U
を
生
け
ら
れ
た
そ

う
で
す
｡

ま
た
'
華
展
で
は
､
花
村
は
現
地
の

人
た
ち
が
持
ち
火
H
J
つ
た
､
枯
れ
た
り
折

れ
て
し
ま
っ
た
植
物
を
使
い
な
が
ら
も
､

古
川
氏
と
以
地
の
池
坊
の
蔵
並
伸
巾
所

所
長
と
2
人
で
L
法
化
の
人
作
を
出
u
E
さ

れ
､
い
き
い
き
と
し
た
新
た
な
生
命
を

生
み
出
し
ま
し
た
｡

古
川
氏
は
'
生
け
花
を
越
し
て
'
美

に
対
す
る
心
は
､
国
籍
や
言
葉
の
違
い

を
超
え
て
皆
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
‥
八
付

か
さ
れ
た
と
､
約
3
か
月
間
の
派
遣
を
山

振
り
返
り
ま
し
た
o

可
西
舞
踊
研
究
所
　
可
西
院
香
代
表

第
2
 
1
回
財
団
法
人
松
山
バ
レ
エ
団
顕
彰
｢
芸
術
芦
受
賞
君

こ
の
度
､
I
F
西
卸
踊
研
究
所
代
炎
の

可
川
幅
杏
氏
が
第
2
 
1
回
財
団
法
人
松

山
バ
レ
エ
川
跡
形
の
[
蛸
蔦
=
で
あ
る
｢
芸

術
E
r
を
受
H
き
れ
ま
し
た
｡

?
西
代
表
は
､
同
囚
外
で
こ
清
耶
さ

れ
て
い
る
可
幽
舞
踊
研
究
所
の
代
表
と

し
て
､
良
叶
に
わ
た
り
､
群
ム
=
芸
術
の

発
展
に
ご
日
南
さ
れ
て
い
ま
す
o
 
S
=
h
 
'
の

.
:
川
い
舞
ム
=
は
､
観
る
者
す
べ
て
を
魅
了

し
､
古
山
の
み
な
ら
ず
海
外
か
ら
も
高

い
評
仙
を
受
け
て
い
ま
す
｡

6
月
2
0
日
州
に
は
､
堅
い
･
南
H
E

山
の
ホ
テ
ル
フ
ロ
ラ
シ
オ
ン
小
H
山
で
表

形
式
が
開
か
れ
t
 
X
v
咋
の
こ
功
約
が
讃

え
ら
れ
ま
し
た
｡
可
州
代
表
は
=
批
年
少

∵
の
.
.
/
:
∴
'
と
j
J
,
〓
ま
す

2
0
0
-
咋
畦
に
は
､
和
山
側
｢
班

舶
研
究
所
主
宰
の
和
E
=
胡
｢
氏
が
川
賞

を
受
小
=
さ
れ
て
い
ま
す
｡

｢
聖
文
と
や
ま
｣

第
3
9
号
発
刊

試
支
と
や
ま
』
節
3
9
=
T
t
一
を
発
刊
し
ま

し
た
o
小
泉
博
会
長
の
台
頭
l
占
　
(
｢
う

そ
の
よ
う
な
本
当
の
請
-
一
つ
の
国

際
結
婚
か
ら
-
｣
)
'
平
E
j
オ
リ
ザ
氏

の
特
カ
ー
J
寄
稿
(
｢
『
狂
』
　
の
許
さ
れ
る
場

所
｣
)
　
に
始
ま
り
､
表
形
を
受
け
ら
れ

た
方
々
の
取
朋
記
や
随
節
､
海
外
交
流

や
業
の
参
加
報
告
､
芸
文
協
や
業
な
ど

を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
｡

杓
牡
で
は
､
数
咋
来
､
｢
H
I
;
の
文

化
を
支
え
る
も
の
｣
　
を
テ
ー
マ
に
特
範

を
組
ん
で
お
り
ま
す
o
今
E
:
は
　
｢
利
加
=

芸
術
公
開
と
S
C
O
T
｣
　
と
し
て
取
り

卜
げ
'
利
か
=
と
S
C
O
T
の
深
い
関
係

性
や
こ
れ
ま
で
の
歩
み
､
こ
れ
か
ら
の

腿
翌
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
o
座
談
会

で
は
､
宮
崎
元
利
日
刊
村
長
を
は
じ
め

利
門
と
縁
の
深
い
;
帆
;
囚
の
桝
捌
人
な
ど

が
出
解
し
t
 
s
C
O
T
と
利
加
貝
村
と
の

山
人
ム
い
か
ら
現
在
に
ム
-
 
■
る
ま
で
を
振
り

返
り
ま
し
た
｡

グ
ラ
ビ
ア
l
c
:
l
'
で
は
､
‖
`
ム
文
協
恒
例
の

行
事
を
は
じ
め
昨
年
4
月
に
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
前
芸
文
協
を
誠
の
故
人
内
科

氏
を
取
り
上
げ
ま
し
た
｡

『
染
文
と
や
ま
｢
　
は
､
芸
文
協
会
員

の
皆
様
に
お
渡
し
し
て
い
ま
す
｡
各
加

盟
国
体
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
､

団
体
別
に
お
渡
し
い
た
し
ま
す
の
で
､

芸
文
協
事
務
局
ま
で
受
け
取
り
に
い
ら

し
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
｡
ご
百
態
の
上
､
忌
伸
の
な
い

ご
講
評
を
頂
け
れ
ば
幸
甚
で
す
∩
ま
た
､

第
3
9
日
l
r
及
び
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
お
求

め
の
力
は
､
芸
文
協
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
F
さ
い
｡



ー0∴

も
よ
お
し
の
配
線
と
案
内

第
5
3
回
富
山
県
壮
吟
会
吟
道
大
会

5
月
1
5
日
㈹

ノ
吊
-
;
_
f
教
l
C
文
化
人
ム
鮒
ホ
ー
ル

第
7
回
語
の
会
い
け
ば
な
展

5
日
ー
;
州
～
ー
;
州

‥
H
I
;
小
山
プ
ラ
ザ
　
ア
ト
リ
ウ
ム

観
世
流
冨
山
松
友
会
春
季
大
会

5
日
_
5
日
m

H
山
能
楽
｡
4
1

と
や
ま
香
音
ジ
ュ
ニ
ア
･
コ
ー
ラ
ス

｢
は
じ
め
て
の
こ
ん
さ
-
と
｣

5
月
2
9
日
州

'
吊
山
;
L
f
教
十
日
文
化
人
ム
.
鮒
.
r
ホ
ー
ル

三
戸
吟
詠
会
　
創
立
1
 
0
周
年
･
認
可

5
周
年
記
念
吟
道
大
会

6
日
4
日
川

.
u
H
山
能
楽
常

第
1
 
3
回
草
月
四
季
の
会
展

6
月
柑
H
M
～
1
 
9
日
州

仙
波
市
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
川
手
杉
鮒

ミ
ズ
キ
大
正
琴
演
奏
会

6
月
1
9
日
仙

ア
イ
ザ
ッ
ク
小
作
文
化
ホ
ー
ル

ラ
ポ
ー
ル
　
(
ひ
び
き
ホ
ー
ル
)

中
田
文
雄
　
第
4
回
個
展

6
J
1
2
3
日
㈹
～
2
6
日
州

宵
山
E
J
i
田
岡
文
化
ホ
ー
ル

第
1
 
8
回
富
山
県
い
け
花
作
家
協
会
展

.
;
=
山
地

6
日
2
;
㈹
～
2
6
日
州

.
日
日
山
車
民
プ
ラ
ザ

高
岡
展

前
脚
　
9
月
8
日
H
J
～
柑
日
日

後
期
　
9
月
〓
H
仙
～
1
3
日
㈹

高
州
大
和
6
階
ホ
ー
ル

｢
2
0
1
1
世
界
の
児
童
画
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
｣
　
(
第
4
2
回
)

′
吊
-
;
鵬
　
6
月
2
;
㈹
～
2
6
∩
州

州
大
谷
芸
術
交
流
餌
及
び
｢
印
｣
比

川
岡
舶
　
7
∩
2
;
㈹

I.IL=.J

～
2
 
4
日

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

～

p

r

a

y

祈

り

-

6
∩
2
5
R
m

.
吊
山
｡
=
:
民
小
倒
均
オ
ル
ビ
ス

富
山
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団
　
第
3
4
回
定
期
演
奏
会

6
日
2
5
日
川

オ
ー
バ
ー
ド
･
ホ
ー
ル

平
成
2
3
年
度
　
｢
春
季
能
楽
大
会
｣

6
日
2
;
州

吊
山
縫
紫
t
t
=
1

日
本
舞
踊
　
藤
間
流
　
寿
賀
藤
会

6
日
2
;
;
:

試
-
;
E
1
教
肖
文
化
会
所
ホ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
ス
ト
リ
ン
グ
ク
ヮ
ル
テ
ツ
ト

名
曲
コ
ン
サ
ー
ト

6
月
2
9
H
㈹

′
吊
I
;
車
r
プ
ラ
ザ
　
ア
ン
サ
ン
プ
ル
ホ
ー
ル

と
や
ま
･
ふ
る
さ
と
を
措
く

本
保
勝
弘
･
宇
津
孝
志
展

7
月
1
円
㈹
～
3
 
1
日
冊

H
山
山
･
 
｡
港
　
2
F
中
火
ロ
ビ
ー

平
成
2
3
年
日
本
の
書
展

7
日
8
日
㈹
～
〓
H
州

=
両
肘
;
代
人
1
 
'
加
工
備
州
'
地
下
3
3
'
小
,
～
.
･

劇
団
p
.
0
.
D
.
第
3
7
回
公
演

｢
ア
ロ
ハ
色
の
ヒ
ー
ロ
ー
｣

7
月
9
日
山
～
1
 
0
日
州

=
州
岡
山
牛
那
乍
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
&
ヘ
ア
メ
イ
ク
シ
ョ
ー

2
0
1
1

7
日
9
日
〓

古
山
県
民
小
劇
場
オ
ル
ヒ
ス

北
陸
秀
城
会
　
第
4
6
回
民
謡
発
表
会

7
月
1
0
口
州

⊥
巾
　
北
ア
ル
プ
ス
文
化
セ
ン
タ
ー

第
6
5
回
記
念
〟
明
日
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
を
創
造
す
る
″
　
2
0
1
1
年
グ
ラ

ン
ド
シ
ョ
ー

7
月
1
6
口
u

t
3
山
:
:
i
L
f
民
小
判
指
オ
ル
ビ
ス

第
1
 
0
回
冨
山
い
ず
み
高
校
コ
ー
ラ
ス

コ
ン
サ
ー
ト

7
n
t
T
H
日

日
山
;
_
;
教
H
文
化
会
鮒

他
県
内
d
E
地
で
巡
阿
鵬
開
催
′
㍗
右

(
2
0
1
2
小
3
月
末
日
ま
で
一

第
5
0
回
田
中
秀
子
バ
レ
エ
研
究
所

発
表
会

7
日
2
;
州

4
1
:
=
I
;
;
H
H
よ
什
ホ
ー
ル

日
本
聖
神
流
剣
詩
舞
道

第
f
q
回
天
神
館
大
会

丁
目
2
4
日
州

=
=
両
肘
f
=
川
川
文
化
ホ
ー
ル

第
3
8
回
独
立
富
山
書
展

7
日
2
8
日
㈹
～
3
 
1
日
州

〓
山
;
_
;
民
会
柑
n
/
術
鮒

第
2
3
回
富
山
県
高
等
学
校
文
化
祭

第
3
6
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

プ
レ
大
会

7
日
2
8
日
㈹

日
月
1
;
州
･
ほ
日
脚

日
月
ー
;
㈹
～
2
0
日
州
は
か

オ
ー
バ
ー
ド
　
ホ
ー
ル
､
H
I
;
;
1
民

人
1
L
t
輔
､
‥
回
川
･
巾
艮
よ
伽
､
柳
川
文
化

ホ
ー
ル
､
吊
川
北
文
化
ホ
ー
ル
ほ
か

第
3
1
回
　
｢
富
山
薪
能
｣

7
日
3
1
日
目

前
山
県
民
会
館
ホ
ー
ル

富
山
音
楽
院
同
窓
会

第
2
7
回
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

8
月
4
日
㈹

‖
山
小
川
ブ
ラ
ザ
　
ア
ン
サ
ン
プ
ル
ホ
ー
ル

室
内
楽
の
愉
し
み
v
o
-
･
‖

8
円
ー
;
㈹
～
1
 
3
日
川

ア
ー
ト
サ
ロ
ン
コ
ス
モ

第
6
3
回
毎
日
書
道
展
北
陸
展

8
日
2
1
日
㈹
～
2
5
日
㈹

1
:
H
両
E
_
i
民
会
釧

さ
わ
や
か
コ
ン
サ
ー
ト

8
ハ
2
6
日
㈹

'
=
…
山
巾
代
プ
ラ
ザ
　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
～
ル

7
0
周
年
記
念
創
元
展
　
富
山
巡
回
展

9
月
1
日
㈹
～
6
日
㈹

:
;
山
;
日
代
人
ム
肘
美
術
f
-

ぴ
～
め
ん
ぷ
ろ
じ
え
く
と

｢
組
曲
虐
殺
｣

9
月
3
日
〓
～
4
日
州

り
=
山
両
肘
民
小
捌
糊
オ
ル
ビ
ス

渋
川
流
剣
詩
舞
道
剣
楓
会

創
立
3
0
周
年
記
念
大
会
　
｢
吟
と
舞
｣

9
H
4
日
旧

砺
波
山
文
化
人
-
T
鮒
　
人
ホ
ー
ル

第
3
8
回
北
日
本
民
謡
舞
踊
富
山
県
大
会

9
日
｡
4
日
‖
=

オ

ー

ハ

ー

ト

･

ホ

ー

ル

世
界
的
指
揮
者
〟
炎
の
マ
エ
ス
ト
ロ
″

小
林
研
一
郎
　
講
演
会

9
月
5
日
肌

吊
山
山
川
プ
ラ
り
　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

遊
人
企
画
1
年
ノ
ジ
組
公
演

｢
白
い
月
黒
い
月
｣

9
日
川
日
日
～
日
日
州

H
H
山
県
民
小
倒
糊
オ
ル
ヒ
ス

第
3
2
回
一
翠
会
喜
作
展

9
日
1
6
日
㈹
～
1
8
日
州

山
山
;
i
;
:
川
同
文
化
ホ
ー
ル

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
開
館
2
5
周
年
記
念

宝
生
流
･
観
世
流
･
和
泉
流
三
派
合
同

｢
第
二
十
五
回
記
念
　
能
楽
鑑
賞
大
会
｣

9
n
1
8
∩
州

.
1
u
I
;
E
L
;
=
川
川
文
化
ホ
ー
ル
　
J
f
ホ
ー
ル

戸
島
園
恵
　
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

9
∩
2
2
∩
㈹

北
日
本
新
山
ホ
ー
ル

国
際
ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ
協
会
会
員
に
よ
る

P
i
a
n
o
D
u
o
C
o
コ
C
e
r
t
i
n
T
o
y
a
m
a
■
〓

9
日
2
;
伽

′
吊
小
山
川
プ
ラ
ザ
　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

小
さ
な
音
楽
会

9
月
2
4
日
m

L
3
両
小
川
プ
ラ
ザ
　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

｢
輝
け
富
山
県
民
謡
大
賞
｣

第
3
5
回
の
と
自
慢
決
勝
大
会

9
日
2
5
日
;
;

:
:
=
山
爪
出
会
鮒

第
3
5
回
豊
昌
会
書
展

9
日
2
9
日
㈹
～
1
0
日
2
日
州

岳
山
県
民
会
珊
美
術
紺

第
4
3
回
北
陸
雪
心
会
喜
作
展

9
月
3
0
日
幽
～
1
0
月
2
H
州

は
山
県
:
‥
日
間
文
化
ホ
ー
ル
3
F

と
や
ま
桐
の
会

オ

ー

タ

ム

コ

ン

サ

ー

ト

V

 

0

-

･

7

柑
〓
2
∩
川

′
吊
小
山
咋
フ
ラ
ザ
　
ア
ン
サ
ン
フ
ル
ホ
ー
ル

富
山
県
詩
吟
剣
舞
連
盟

創
立
6
0
周
年
記
念
　
詩
吟
剣
詩
舞
大
会

1
0
円
2
日
川

吊
小
山
;
民
人
ム
鮒
ホ
ー
ル

第
1
 
0
回
富
山
ね
ん
り
ん
美
術
展

川
〓
4
日
州
～
5
日
㈹

吊
山
;
L
T
民
人
1
h
T
釧
j
A
/
備
州

第
3
1
回
全
国
万
葉
短
歌
大
会

川
;
7
日
㈹

吊
阿
市
万
柴
雁
虹
鮒

第
2
8
回
富
山
あ
ざ
み
女
声
合
唱
団

定
期
演
奏
会

1
0
月
8
日
〓

北
日
本
桝
m
ホ
ー
ル

富
山
岳
風
会
創
立
5
周
年
記
念
吟
道
大
会

o

｢

1

n

U

l

川

ル

･

･

⊥

･

･

･

T

l

-

=

け

H
T
;
;
J
T
熱
T
t
 
r
;
文
化
人
ム
鮒
ホ
ー
ル

｢
県
民
芸
術
文
化
祭
2
0
1
1
｣
協
賛
事
業

第
1
 
7
回
富
山
県
障
害
者
絵
画
展

1
0
月
1
4
R
㈹
～
1
7
日
州

イ
オ
ン
モ
ー
ル
=
川
川
　
2
ド
イ
オ
ン
ホ
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